令和2年9月吉日
会　員　各　位

	(一社)静岡県土木施工管理技士会
	企画広報委員長　鈴木　昌彦


令和2年度第2回工事論文募集のご案内

初秋の候、貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は当会の活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、5月に工事論文の募集をさせていただいたところ、多くの論文をお寄せいただきました。
つきましては、今年度は要望が多くありましたので、第2回の募集をさせていただきたいと
思います。
下記の内容にて募集をいたしますので、ご一読ください。
　尚、第1回目の募集に条件、内容が満たない論文が多かった為、審査に時間がかかりました。
皆様が承認されるよう、再度、内容をご確認の上、ご提出をお願い致します。

記
I. 募集期間
	令和2年10月15日（木）技士会各地区（地区建設業協会内）に必着
II. 応募条件
	(一社)静岡県土木施工管理技士会に所属の会員であること
III. 内容・構成詳細
	別添をご確認ください。
IV. 応募について
各社で取りまとめていただき、一度、ご担当者が目を通してください。
提出は、各地区技士会（地区建設業協会内）へＰＤＦデーターにてお送りください。
V. その他
主執筆者には、承認後10ユニット自動付与されます。
共同執筆者は、2ユニット付与となります。

	事務局　担当：佐野
	TEL：054-255-0238
【応募内容について】

技士会連合会の技術論文に関するガイドラインより
· 専門技術の施工管理に関する事
	分類202 	工程、品質、安全、原価、環境等の施工管理、施工計画など 
	分類211 	施工管理に関する最近の技術開発、その他の施工管理 

· 論文基準
構成が、①はじめに（工事概要を含む）②現場における問題点③対応策･改善点と適用結果④おわりに（今後の留意点）等で、図（写真含む）・表に記載の文字は含まず、文章が1600 文字程度以上とします。
既に登録してある論文と同等である論文や通常業務に相当する報告については認められません。
工事名を論文名の後に記載してください。
1つの論文に対してユニット登録できる主執筆者は１名、共同執筆者は２名までとします。

参考記述例
論文タイトル○○○○○○○○○○○○○○○
発注工事名（必須）○○○○○○○○○○○○
	会社名
	主執筆者氏名○○○○（役職※現場代理人、監理技術者等）
	ＣＰＤＳ技術者証の番号○○○○○○
	共同執筆者氏名○○○○（役職）
	ＣＰＤＳ技術者証の番号○○○○○○

内容
①工事概要　※文字数には含みません
②はじめに
③現場における問題点
④対応策･改善点と適用結果
⑤終わりに（今後 の留意点）等

※図、表の中の文字は含めません。
図、表の説明、分析結果などを加えながら、まとめてください。
（文字数はワード等で確認できます。）
※体裁はA4用紙横書きにて、5枚程度にまとめてください。
※第1回目に非承認の方も、同じ論文で再提出が可能です。その際は、説明文、考察などの内容を
増やしてください。（文字数合わせだけのものは、審査対象になりません。）
(一社)静岡県土木施工管理技士会ホームページに、令和元年度の承認論文が掲載されています。
書き方などを参考にしていただき、ご不明な点があればご連絡ください。
（10ユニット付与のため、今年度は審査基準が少し引き上げられています。）

